父母と教師が知るべきペテロの手紙第一_胎嬰児部

第1課　聖徒は旅人であり巡礼者です
Ｉペテロ1:1～2｜イエス・キリストの使徒ペテロから、ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤ、ビテニヤに散って寄留している、選ばれた人々、すなわち、父なる神の予知に従い、御霊の聖めによって、イエス・キリストに従うように、またその血の注ぎかけを受けるように選ばれた人々へ。どうか、恵みと平安が、あなたがたの上にますます豊かにされますように。
1.聖徒は旅人であり巡礼者です。

(1)聖徒は旅人です。

①旅人は故郷を持った人です。

②旅人である聖徒にとって、この世は臨時の居場所です。

(2)聖徒は巡礼者です。

①巡礼者は地域を生かす人です。

②巡礼者は時代を生かす人です。

③巡礼者は故郷を示す人です。

2.ひどい迫害の中にいるから、巡礼者が守らなければならない規則があります。

(1)巡礼者は救いの祝福を持っています。

①イエス・キリストによる恵みです(Ｉペテロ1:1)。
②あらかじめ選ばれていたのです(Ｉペテロ1:2)。
③聖霊が聖くしました(Ｉペテロ1:2)。
④巡礼者は血の注ぎかけを受けるように選ばれた人々です(Ｉペテロ1:2)。
⑤巡礼者は恵みと平安がある人です(Ｉペテロ1:2)。
(2)巡礼者は生きた希望を持っています。

①イエス・キリストがよみがえられたことによって、朽ちることも汚れることも、消えて行くこともない資産を巡礼者のために天に大事に保管してくださっています(Ｉペテロ1:4)。
②神様の力で巡礼者を守ってくださいます(Ｉペテロ1:3)。
③いろいろな試練によって、少しの間、悲しむことはあります。しかし、その試練を通して、むしろ大いに喜ぶようになります。信仰は火を通して精練されてもなお朽ちて行く金よりも尊いのであって、イエス・キリストの現われのときに称賛と光栄と栄誉を受けるようにさせます(Ｉペテロ1:6～8)。
④巡礼者は福音を伝える人です。福音は天から聖霊の力を受けて知るようになることです。天使も、はっきり見たいと願っていることなのです(Ｉペテロ1:12)。
(3)巡礼者は聖なる行動を持っています。

①巡礼者はイエス・キリストの現われのときに、もたらされる恵みを、ひたすら待ち望まなければなりません(Ｉペテロ1:13)。
i．心を引き締めなければなりません(Ｉペテロ1:13)。
ii．身を慎まなければなりません(Ｉペテロ1:13)。
iii．神様が聖であるように聖なる人にならなければなりません(Ｉペテロ1:15～16)。
②旅人である時、恐れかしこんで過ごさなければなりません。

ｉ．救われたのは、金や銀のような、なくなるものによってではありません(Ｉペテロ1:18)。
ii．キリストの尊い血によってです(Ｉペテロ1:19)。
③希望を神様におくようにしなければなりません(Ｉペテロ1:21)。
ｉ．私たちは、朽ちない種から新しく生まれました(Ｉペテロ1:23)。
ii．草はしおれ、花は散りますが、神様のみことばは永遠です(Ｉペテロ1:24～25)。
3.巡礼者が守るべき規則を持つべき理由は、迫害者に悪口を言われたり、わなにはめられたりされないためです。
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第2課　純粋なみことばの乳を慕い求めなければなりません
Ｉペテロ2:1～2｜ですから、あなたがたは、すべての悪意、すべてのごまかし、いろいろな偽善やねたみ、すべての悪口を捨てて、生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、みことばの乳を慕い求めなさい。それによって成長し、救いを得るためです。
1.私たちは神様の民です。

(1)内部の問題で大きい祝福を奪われてはいけません。

①すべての悪意とねたみと悪口を捨てるべきです(Ｉペテロ2:1)。
②赤ん坊のように、純粋なみことばの乳を慕い求めなければなりません(Ｉペテロ2:2)。
③それによって成長し、救いを得るためです(Ｉペテロ2:2)。
④主のいつくしみを味わった人がすることです(Ｉペテロ2:3)。
(2)キリストが全てを解決してくださいました。

①人には捨てられたが、神の目には、選ばれた、尊い、生ける石であるイエス様に進まなければなりません(Ｉペテロ2:4)。
②私たちは、神様が選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神の所有とされた民です。神様は、やみの中から、ご自分の驚くべき光の中に招いてくださった方のすばらしいみわざを、私たちが宣べ伝えることを望んでおられます(Ｉペテロ2:9)。
2.私たちは神様の奴隷です。
(1)肉の欲を制御しなければなりません(Ｉペテロ2:11)。
(2)悪く言っている者たちが、私たちのりっぱな行いを見て、神様に栄光を帰すようにしなければなりません(Ｉペテロ2:12)。
(3)すべての制度と法を守って、従順にしなければなりません(Ｉペテロ2:13)。これは愚かな人々が私たちに向かって無知な話をするのを防ぐためです(Ｉペテロ2:15)。
(4)自由ですが、自由を悪の口実にせず、神様の奴隷のようにしなければなりません(Ｉペテロ2:16)。
(5)人を敬って、兄弟を愛し、王を尊び、神様を恐れなければなりません(Ｉペテロ2:17)。
3.キリストが苦しめられることによって、全てを解決してくださいました。

(1)したがって、苦難を味わわなければなりません。

①難しい主人にも従順にしなければなりません(Ｉペテロ2:18)。
②不当な苦しみを受けても、神様を思いながら悲しみを耐えれば、それは美しいのです(Ｉペテロ2:19～20)。
③模範を示されたキリストは、真理の足跡に従ってくるようにと、私たちを呼ばれました(Ｉペテロ2:21)。
(2)キリストも苦しみにあいました。

①罪を犯されなかったのですが、苦しめられました(Ｉペテロ2:23)。
②悪口を言うことも、脅すことも、お願いすることもされませんでした(Ｉペテロ2:23)。
③十字架の苦難を受けられました(Ｉペテロ2:24)。
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第3課　希望を尋ねる者に答えることを準備しなければなりません

Ｉペテロ3:13～22｜むしろ、心の中でキリストを主としてあがめなさい。そして、あなたがたのうちにある希望について説明を求める人には、だれにでもいつでも弁明できる用意をしていなさい。(15)
1.妻と夫に与えられた要請です。

(1)妻に与えられたみことばです。

①夫に従順にしなければなりません(Ｉペテロ3:1)。
②救われていない夫が、救いの恵みの中に入ってくるようにするためです(Ｉペテロ3:1)。
③救われていない夫は、神様を恐れて清く行動する妻の姿を見守っています(Ｉペテロ3:2)。
④宝石と服と容貌より、柔和で穏やかな霊が神様の前で貴重なのです(Ｉペテロ3:3～4)。
⑤神様に希望をおいた信仰の妻は、それと同じように夫に従順にして自分を装いました。サラは、夫であるアブラハムを見て「主」と呼びながら従順にしました。そのように、善を行って何の恐れもなければ、サラの娘になるでしょう。

(2)夫に与えられたみことばです。

①知識に従って妻とともに住まなければなりません(Ｉペテロ3:7)。
②妻は弱いうつわであることを分からなければなりません(Ｉペテロ3:7)。
③命の恵みをともに受け継ぐ者として大切に思わなければなりません(Ｉペテロ3:7)。
④夫は妻を大切にすることによって、祈りが妨げられないようにしなければなりません(Ｉペテロ3:7)。
2.勝利と善のための苦難を信仰で味わわなければなりません。

(1) 心を一つにし、同情し合い、兄弟愛を示し、あわれみ深くなければなりません。悪を悪で返さずに、侮辱を侮辱で返さず、かえって祝福を祈ってあげなければなりません(Ｉペテロ3:8～9)。
(2)理由があります。

①私たちはこのために召されました(Ｉペテロ3:9)。
②祝福を受け継ぐようにするためです(Ｉペテロ3:9)。
③幸せな日を過ごしたいと願う人は、舌を押えて悪を言わず、くちびるを閉ざして偽りを語らず、悪から遠ざかって善を行ない、平和を求めてこれを追い求めなければなりません(Ｉペテロ3:1～11)。
(3)より大きい証拠があります。主の目は義人の上に注がれ、主の耳は彼らの祈りに傾けられますが、主の顔は、悪を行なう者に立ち向かいます(Ｉペテロ3:12)。
3.希望を尋ねる者に答えることを準備するためです。

(1)私たちの中にある希望を尋ねる人々に答えることを準備しなければなりません(Ｉペテロ3:15)。
(2)ののしる人と悪い人を恥ずかしめるためです(Ｉペテロ3:16)。
(3)キリストが十字架にかかり、捕われの霊たちのところに行って宣べられました (Ｉペテロ3:18～22)。
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第4課　神様の恵みを引き受けた管理者にならなければなりません

Ｉペテロ4:1～11｜それぞれが賜物を受けているのですから、神のさまざまな恵みの良い管理者として、その賜物を用いて、互いに仕え合いなさい。(10)
1.キリストの苦難を価値あるように味わわなければなりません。

(1)キリストの苦難で武装しなければなりません(Ｉペテロ4:1)。
(2)苦難は祝福の機会となります。

①罪を終わらせます(Ｉペテロ4:1)。
②肉の欲を捨てさせます(Ｉペテロ4:2)。
③神様に従って生きるようにさせます(Ｉペテロ4:3～6)。
(3)最後の時が近づいてくるほど、しなければならないことがあります。

①身を謹みながら祈らなければなりません(Ｉペテロ4:7)。
②熱心に互いに愛さなければなりません。愛は多くの罪をおおいます(Ｉペテロ4:8)。
③それぞれが賜物を受けているので、神様のさまざまな恵みの良い管理人として、互いに奉仕しなければなりません。神様のみことばで話をして、神様が与えてくださる力で奉仕しなければなりません。これは神様に栄光を帰すためです(Ｉペテロ4:10～11)。
2.クリスチャンは苦難を価値あるように受けなければなりません。

(1)苦難に満ちることをうれしく思わなければなりません。

①火のような試練を異常に感じてはいけません(Ｉペテロ4:12)。
②キリストの栄光を現わすでしょう(Ｉペテロ4:13)。
③キリストの名のために苦しめられるならば、神様の御霊が私たちの上にいらっしゃいます(Ｉペテロ4:14)。
④聖徒が罪を犯せば、未信者はどうなるでしょうか(4:15～18) 
(2)神様のみこころに従って苦難を受ける人は、そのたましいを創造主にお任せしなければなりません(Ｉペテロ4:19)。
3.神様の羊の群れの価値を知って味わわなければなりません。

(1)長老にお願いします。

①証人にならなければなりません。キリストの苦難の証人、栄光の証人にならなければなりません(Ｉペテロ5:1)。
②注意することがあります。

i．強制されてするのではなく、自分から進んでしなければなりません(Ｉペテロ5:2)。
ii．利益のためにしてはいけません(Ｉペテロ5:2)。
iii．支配する姿勢でしてはいけません(Ｉペテロ5:3)。
③銘記することがあります。羊の群れの模範にならなければなりません。そうすれば、大牧者が現れる時に、栄光の冠を受けるでしょう(Ｉペテロ5:4)。
(2)若者にお願いします。

①長老に従順にしなければなりません(Ｉペテロ5:5)。
②互いに謙そんを身につけなければなりません(Ｉペテロ5:5)。
③神様は高ぶる者に敵対し、へりくだる者に恵みを与えられます(Ｉペテロ5:5～6)。
④心配を主に任せなければなりません(Ｉペテロ5:7～11)。
(3)あいさつを伝える人、すなわちメッセージを伝える人にならなければなりません。

①シルワノのように真実な兄弟にならなければなりません(Ｉペテロ5:12)。
②マルコのように伝道者の息子のような人にならなければなりません(Ｉペテロ5:13)。
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第1課　聖徒は旅人であり巡礼者です

Ｉペテロ1:1～2｜イエス・キリストの使徒ペテロから、ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤ、ビテニヤに散って寄留している、選ばれた人々、すなわち、父なる神の予知に従い、御霊の聖めによって、イエス・キリストに従うように、またその血の注ぎかけを受けるように選ばれた人々へ。どうか、恵みと平安が、あなたがたの上にますます豊かにされますように。
1.私たちは、旅人であり、巡礼者です。

(1)旅人には、故郷が別にあります。

(2)巡礼者は、使命を持っています。

2.巡礼者は、何を持っていなければならないのでしょうか。
(1)キリストを通した救いの祝福を持っていなければなりません(Ｉペテロ1:1～2)。
(2)苦難の中でも生きた希望を持っていなければなりません(Ｉペテロ1:4～12)。
(3)聖なる行動を持っていなければなりません(Ｉペテロ1:13～25)。
3.迫害者の♥悪口やわなに勝利しなければなりません。

(1)初代教会は、ユダヤ人の迫害に勝利しました(神殿、聖書)。
(2)初代教会は、マケドニアの迫害に勝利しました(偶像、宗教)。
(3)初代教会は、ローマの迫害に勝利しました(征服)。
♥悪口やわなとは、本当ではない言葉で人のことを悪く言って、わなを使って人に良くないことをすることです。
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第2課　純粋なみことばの乳を慕い求めなければなりません
Ｉペテロ2:1～2｜ですから、あなたがたは、すべての悪意、すべてのごまかし、いろいろな偽善やねたみ、すべての悪口を捨てて、生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、みことばの乳を慕い求めなさい。それによって成長し、救いを得るためです。
1.私たちは神様の民です。

(1)お母さんの胸に抱かれて乳を飲む赤ん坊のように♥純粋なみことばの乳を慕い求めなければなりません。

(2)私たちは神様の民です。救いのみことばを通して成長します(Ｉペテロ2:1～10)。
(3)私たちは神様が選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神様の所有とされた民なのです。神様は私たちを暗やみの中から呼び出されて、その光を宣べ伝えることを望んでおられます。これがまさに聖徒の祝福なのです(Ｉペテロ2:9)。
♥ 「純粋な」とは、まじっていなくて、完全なことを言います。

2.私たちは神様の奴隷です。

(1)肉に勝つ霊的な力を持たなければなりません(Ｉペテロ2:11)。
(2)法に従う精神を持たなければなりません(Ｉペテロ2:13～15)。
(3)正しいマナーを身につけなければなりません。おとなを尊敬して、兄弟を愛し、神様を信じる信仰を持たなければなりません(Ｉペテロ2:17)。
3.キリストが苦難を受けて全てを解決されました。

(1)キリストも苦難にあわれました。キリストの苦難を理解して、困難の中で勝ち抜かなければなりません。主人(人)に従順にしなければなりません(Ｉペテロ2:18～21)。
(2)キリストは苦難で勝利されました(Ｉペテロ2:23～24)。
①キリストは十字架の苦難を受けられました。

②キリストは死からよみがえり勝利されました。
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第3課　未信者に答えることを準備すべきです

Ｉペテロ3:13～22｜むしろ、心の中でキリストを主としてあがめなさい。そして、あなたがたのうちにある希望について説明を求める人には、だれにでもいつでも弁明できる用意をしていなさい。(15)
1.家庭は宣教地です。

(1)妻に与えられたみことばです。夫に従順にしてください。救われない夫が、妻が従順にする姿によって、神様を信じるようになります。神様を恐れながら清く生きていってください(貞潔)。夫がその姿を見守っています。表面の姿を装うより、内面を美しく飾ってください(Ｉペテロ3:1～6)。
(2)夫に与えられたみことばです。妻を理解して見てあげなければなりません。神様は妻にも命の恵みをくださいました。妻は夫とともにいのちの恵みを受け継ぐパートナーです(Ｉペテロ3:7)。
2.苦難を信仰によって勝ち抜かなければなりません。

(1)悪い者に悪で返してはいけません(Ｉペテロ3:8～9)。
(2)主の目は義人に向かっています。主の耳は義人の祈りに傾けられています。主の顔は悪い人に向かっておられます(Ｉペテロ3:12)。
3.キリストは勝利されました。

(1)キリストは迫害者に悪口を言われませんでした。

(2)地獄に行って宣べ伝えられました(Ｉペテロ3:18～22) 
(3)よみがえって勝利されました。
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第4課　神様の管理者です
Ｉペテロ4:1～11｜それぞれが賜物を受けているのですから、神のさまざまな恵みの良い管理者として、その賜物を用いて、互いに仕え合いなさい。(10)
1.キリストの苦難を価値あるように味わわなければなりません。

(1)キリストはすでに苦難を受けられました。私たちも同じ気持ちで武装しなければなりません(Ｉペテロ4:1)。
(2)苦難を機会にしなければなりません(Ｉペテロ4:2～6)。
(3)聖徒は、賜物を任された良い管理者です。神様のみことばを伝え、神様が与えられる力で互いに奉仕しなければなりません(Ｉペテロ4:1～11)。
2.クリスチャンの苦難を価値あるように受けなければなりません。

(1)クリスチャンは苦難を喜ばなければなりません。キリストが、その栄光を現わされる時に、苦しみにあずかったクリスチャンは喜び踊るようになります(Ｉペテロ4:12～17)。
(2)神様のみこころに従って苦難にあうクリスチャンは、たましいの主人である創造主なる神様を求めなければなりません(Ｉペテロ4:19)。
3.神様の羊の群れの価値を知って味わわなければなりません。

(1)長老に与えられたみことばです。

①キリストの苦難の証人、栄光の証人にならなければなりません(Ｉペテロ5:1)。
②羊の群れの模範にならなければなりません(Ｉペテロ5:4)。
③大牧者が現れる時に栄光の冠が備えられています(Ｉペテロ5:4)。
(2)若者に与えられたみことばです。

①謙そんを身につけなければなりません(Ｉペテロ5:5)。
②心配をみな主に任せなければなりません。悪魔は、ほえたけるししのように、食い尽くすべきものを捜し求めながら、歩き回っています(Ｉペテロ5:7～11)。
③シルワノとマルコのように、メッセージを伝える人にならなければなりません(Ｉペテロ5:12～13)。
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第1課　レムナントは遠い道を行く巡礼者の準備をしなければなりません

Ｉペテロ1:1～2｜イエス・キリストの使徒ペテロから、ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤ、ビテニヤに散って寄留している、選ばれた人々、すなわち、父なる神の予知に従い、御霊の聖めによって、イエス・キリストに従うように、またその血の注ぎかけを受けるように選ばれた人々へ。どうか、恵みと平安が、あなたがたの上にますます豊かにされますように。
1.聖徒は旅人であり巡礼者です。

(1)聖徒は旅人です。

①旅人は故郷を持った人です。

②旅人である聖徒にとって、この世は臨時の居場所です。

(2)聖徒は巡礼者です。

①巡礼者は地域を生かす人です。

②巡礼者は時代を生かす人です。

③巡礼者は故郷を示す人です。

2.ひどい迫害の中にいるから、巡礼者が守らなければならない規則があります。

(1)巡礼者は救いの祝福を持っています。

①イエス・キリストによる恵みです(Ｉペテロ1:1)。
②あらかじめ選ばれていたのです(Ｉペテロ1:2)。
③聖霊が聖くしました(Ｉペテロ1:2)。
④巡礼者は血の注ぎかけを受けるように選ばれた人々です(Ｉペテロ1:2)。
⑤巡礼者は恵みと平安がある人です(Ｉペテロ1:2)。
(2)巡礼者は生きた希望を持っています。

①イエス・キリストがよみがえられたことによって、朽ちることも汚れることも、消えて行くこともない資産を巡礼者のために天に大事に保管してくださっています(Ｉペテロ1:4)。
②神様の力で巡礼者を守ってくださいます(Ｉペテロ1:3)。
③いろいろな試練によって、少しの間、悲しむことはあります。しかし、その試練を通して、むしろ大いに喜ぶようになります。信仰は火を通して精練されてもなお朽ちて行く金よりも尊いのであって、イエス・キリストの現われのときに称賛と光栄と栄誉を受けるようにさせます(Ｉペテロ1:6～8)。
④巡礼者は福音を伝える人です。福音は天から聖霊の力を受けて知るようになることです。天使も、はっきり見たいと願っていることなのです(Ｉペテロ1:12)。
(3)巡礼者は聖なる行動を持っています。

①巡礼者はイエス・キリストの現われのときに、もたらされる恵みを、ひたすら待ち望まなければなりません(Ｉペテロ1:13)。
i．心を引き締めなければなりません(Ｉペテロ1:13)。
ii．身を慎まなければなりません(Ｉペテロ1:13)。
iii．神様が聖であるように聖なる人にならなければなりません(Ｉペテロ1:15～16)。
②旅人である時、恐れかしこんで過ごさなければなりません。

ｉ．救われたのは、金や銀のような、なくなるものによってではありません(Ｉペテロ1:18)。
ii．キリストの尊い血によってです(Ｉペテロ1:19)。
③希望を神様におくようにしなければなりません(Ｉペテロ1:21)。
ｉ．私たちは、朽ちない種から新しく生まれました(Ｉペテロ1:23)。
ii．草はしおれ、花は散りますが、神様のみことばは永遠です(Ｉペテロ1:24～25)。
3.巡礼者が守るべき規則を持つべき理由は、迫害者に悪口を言われたり、わなにはめられたりされないためです。
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第2課　純粋なみことばの乳を慕い求めることが力の源泉です

Ｉペテロ2:1～2｜ですから、あなたがたは、すべての悪意、すべてのごまかし、いろいろな偽善やねたみ、すべての悪口を捨てて、生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、みことばの乳を慕い求めなさい。それによって成長し、救いを得るためです。
1.私たちは神様の民です。

(1)内部の問題で大きい祝福を奪われてはいけません。

①すべての悪意とねたみと悪口を捨てるべきです(Ｉペテロ2:1)。
②赤ん坊のように、純粋なみことばの乳を慕い求めなければなりません(Ｉペテロ2:2)。
③それによって成長し、救いを得るためです(Ｉペテロ2:2)。
④主のいつくしみを味わった人がすることです(Ｉペテロ2:3)。
(2)キリストが全てを解決してくださいました。

①人には捨てられたが、神の目には、選ばれた、尊い、生ける石であるイエス様に進まなければなりません(Ｉペテロ2:4)。
②私たちは、神様が選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神の所有とされた民です。神様は、やみの中から、ご自分の驚くべき光の中に招いてくださった方のすばらしいみわざを、私たちが宣べ伝えることを望んでおられます(Ｉペテロ2:9)。
2.私たちは神様の奴隷です。

(1)肉の欲を制御しなければなりません(Ｉペテロ2:11)。
(2)悪く言っている者たちが、私たちのりっぱな行いを見て、神様に栄光を帰すようにしなければなりません(Ｉペテロ2:12)。
(3)すべての制度と法を守って、従順にしなければなりません(Ｉペテロ2:13)。これは愚かな人々が私たちに向かって無知な話をするのを防ぐためです(Ｉペテロ2:15)。
(4)自由ですが、自由を悪の口実にせず、神様の奴隷のようにしなければなりません(Ｉペテロ2:16)。
(5)人を敬って、兄弟を愛し、王を尊び、神様を恐れなければなりません(Ｉペテロ2:17)。
3.キリストが苦しめられることによって、全てを解決してくださいました。

(1)したがって、苦難を味わわなければなりません。

①難しい主人にも従順にしなければなりません(Ｉペテロ2:18)。
②不当な苦しみを受けても、神様を思いながら悲しみを耐えれば、それは美しいのです(Ｉペテロ2:19～20)。
③模範を示されたキリストは、真理の足跡に従ってくるようにと、私たちを呼ばれました(Ｉペテロ2:21)。
(2)キリストも苦しみにあいました。

①罪を犯されなかったのですが、苦しめられました(Ｉペテロ2:23)。
②悪口を言うことも、脅すことも、お願いすることもされませんでした(Ｉペテロ2:23)。
③十字架の苦難を受けられました(Ｉペテロ2:24)。
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第3課　未信者に答える希望を持っていなければなりません

Ｉペテロ3:13～22｜むしろ、心の中でキリストを主としてあがめなさい。そして、あなたがたのうちにある希望について説明を求める人には、だれにでもいつでも弁明できる用意をしていなさい。(15)
1.妻と夫に与えられた要請です。

(1)妻に与えられたみことばです。

①夫に従順にしなければなりません(Ｉペテロ3:1)。
②救われていない夫が、救いの恵みの中に入ってくるようにするためです(Ｉペテロ3:1)。
③救われていない夫は、神様を恐れて清く行動する妻の姿を見守っています(Ｉペテロ3:2)。
④宝石と服と容貌より、柔和で穏やかな霊が神様の前で貴重なのです(Ｉペテロ3:3～4)。
⑤神様に希望をおいた信仰の妻は、それと同じように夫に従順にして自分を装いました。サラは、夫であるアブラハムを見て「主」と呼びながら従順にしました。そのように、善を行って何の恐れもなければ、サラの娘になるでしょう。

(2)夫に与えられたみことばです。

①知識に従って妻とともに住まなければなりません(Ｉペテロ3:7)。
②妻は弱いうつわであることを分からなければなりません(Ｉペテロ3:7)。
③命の恵みをともに受け継ぐ者として大切に思わなければなりません(Ｉペテロ3:7)。
④夫は妻を大切にすることによって、祈りが妨げられないようにしなければなりません(Ｉペテロ3:7)。

2.勝利と善のための苦難を信仰で味わわなければなりません。

(1) 心を一つにし、同情し合い、兄弟愛を示し、あわれみ深くなければなりません。悪を悪で返さずに、侮辱を侮辱で返さず、かえって祝福を祈ってあげなければなりません(Ｉペテロ3:8～9)。
(2)理由があります。

①私たちはこのために召されました(Ｉペテロ3:9)。
②祝福を受け継ぐようにするためです(Ｉペテロ3:9)。
③幸せな日を過ごしたいと願う人は、舌を押えて悪を言わず、くちびるを閉ざして偽りを語らず、悪から遠ざかって善を行ない、平和を求めてこれを追い求めなければなりません(Ｉペテロ3:1～11)。
(3)より大きい証拠があります。主の目は義人の上に注がれ、主の耳は彼らの祈りに傾けられますが、主の顔は、悪を行なう者に立ち向かいます(Ｉペテロ3:12)。
3.希望を尋ねる者に答えることを準備するためです。

(1)私たちの中にある希望を尋ねる人々に答えることを準備しなければなりません(Ｉペテロ3:15)。
(2)ののしる人と悪い人を恥ずかしめるためです(Ｉペテロ3:16)。
(3)キリストが十字架にかかり、捕われの霊たちのところに行って宣べられました (Ｉペテロ3:18～22)。
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第4課　神様の恵みとみことばと力を持った管理者にならなければなりません

Ｉペテロ4:1～11｜それぞれが賜物を受けているのですから、神のさまざまな恵みの良い管理者として、その賜物を用いて、互いに仕え合いなさい。(10)
1.キリストの苦難を価値あるように味わわなければなりません。

(1)キリストの苦難で武装しなければなりません(Ｉペテロ4:1)。
(2)苦難は祝福の機会となります。

①罪を終わらせます(Ｉペテロ4:1)。
②肉の欲を捨てさせます(Ｉペテロ4:2)。
③神様に従って生きるようにさせます(Ｉペテロ4:3～6)。
(3)最後の時が近づいてくるほど、しなければならないことがあります。

①身を謹みながら祈らなければなりません(Ｉペテロ4:7)。
②熱心に互いに愛さなければなりません。愛は多くの罪をおおいます(Ｉペテロ4:8)。
③それぞれが賜物を受けているので、神様のさまざまな恵みの良い管理人として、互いに奉仕しなければなりません。神様のみことばで話をして、神様が与えてくださる力で奉仕しなければなりません。これは神様に栄光を帰すためです(Ｉペテロ4:10～11)。

2.クリスチャンは苦難を価値あるように受けなければなりません。

(1)苦難に満ちることをうれしく思わなければなりません。

①火のような試練を異常に感じてはいけません(Ｉペテロ4:12)。
②キリストの栄光を現わすでしょう(Ｉペテロ4:13)。
③キリストの名のために苦しめられるならば、神様の御霊が私たちの上にいらっしゃいます(Ｉペテロ4:14)。
④聖徒が罪を犯せば、未信者はどうなるでしょうか(4:15～18) 
(2)神様のみこころに従って苦難を受ける人は、そのたましいを創造主にお任せしなければなりません(Ｉペテロ4:19)。

3.神様の羊の群れの価値を知って味わわなければなりません。

(1)長老にお願いします。

①証人にならなければなりません。キリストの苦難の証人、栄光の証人にならなければなりません(Ｉペテロ5:1)。
②注意することがあります。

i．強制されてするのではなく、自分から進んでしなければなりません(Ｉペテロ5:2)。
ii．利益のためにしてはいけません(Ｉペテロ5:2)。
iii．支配する姿勢でしてはいけません(Ｉペテロ5:3)。
③銘記することがあります。羊の群れの模範にならなければなりません。そうすれば、大牧者が現れる時に、栄光の冠を受けるでしょう(Ｉペテロ5:4)。
(2)若者にお願いします。

①長老に従順にしなければなりません(Ｉペテロ5:5)。
②互いに謙そんを身につけなければなりません(Ｉペテロ5:5)。
③神様は高ぶる者に敵対し、へりくだる者に恵みを与えられます(Ｉペテロ5:5～6)。
④心配を主に任せなければなりません(Ｉペテロ5:7～11)。
(3)あいさつを伝える人、すなわちメッセージを伝える人にならなければなりません。

①シルワノのように真実な兄弟にならなければなりません(Ｉペテロ5:12)。
②マルコのように伝道者の息子のような人にならなければなりません(Ｉペテロ5:13)。
